鶴羽博昭氏の足跡
　十六歳の時、神戸で終戦を迎えた鶴羽氏（旧姓　後藤）は復員後、叔母の嫁ぎ先である鶴羽家を継ぐため養子として鶴羽家に入る。

　竹人形との出会いは、新野町に住む故小川氏からの誘いがきっかけである。

小川氏は病気療養中に、病室でもできる竹人形を工芸品として製作し、退院後は、八木氏、島村氏を弟子に迎え竹人形の製作に取り掛かる。

　昭和四十三年頃から竹人形の需要が高まり、小川氏も製作に追われるようになり鶴羽氏に製作の手伝いの声が掛かる。当初は繁忙期のみの手伝いであったが、鶴羽氏は自宅で試行錯誤のうえ創意工夫を凝らした独自の作風を確立。夫婦二人三脚で作った作品をトラックに乗せ行商に出るようになった。

　昭和四十八年頃には、竹人形師が十五軒五十名ほどに増えたのを機に鶴羽氏が｢徳島竹民芸品製造販売組合｣を結成。竹人形は全国各地に広がり注文が相次いだ。昭和五十三年にはその功績により阿南市長・阿南商工会議所会頭より感謝状を贈られるまでになる。

　昭和五十年代後半に独立、那賀川町の徳島民芸社の協力を得て販路を拡大した。このことが鶴羽氏の製作技術を飛躍させた。

　しかし、時代と共に竹人形の売れ行きは減少、竹人形師も高齢化により減少、阿南市に残る竹人形師は鶴羽氏ただ一人となる。

平成二十一年十一月、阿南市の伝統工芸を絶やしてはいけないと、阿南商工会議所により「竹人形後継者育成事業」を開催し、鶴羽氏を講師に迎え八名の後継者が誕生する。

現在は、徳島市内などからの注文も受け、制作に益々意欲を発揮していると同時に、後継者の指導・育成にも力を入れている。
